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高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス 

１２
月
３
日
に
、
吉
野
地
区
の
７０
歳
以

上
の
虚
弱
で
独
居
等
の
高
齢
者
の
方

に
、
２
回
目
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
ま
し
た
。「
お
元
気
で
す
か
」
の
声
掛

け
に
、「
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
返
事

を
い
た
だ
く
と
一
安
心
で
す
。
高
齢
者

の
見
守
り
と
支
え
合
い
を
目
的
に
、
例

年
部
員
の
手
作
り
弁
当
を
提
供
し
て
き

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困
難
と
な
り
、

業
者
の
高
齢
者
向
け
弁
当
を
お
届
け
し 

ま
し
た
。
２
月
・
３
月
に
も
お
届
け
し 

 
 

 
 

 
 

 

ま
す
の
で
待
っ 

て
て
下
さ
い
ね 

  

社
会
福
祉
部 

大
塚
セ
ツ
子
記 

地
域
支
え
合
い
研
修
会
開
催 

サ
ロ
ン
代
表
者
会
議
と
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
講
習 

 

１１
月
１１

日
（
金
）
各
町
内
の
高

齢
者
サ
ロ
ン
の
代
表
者
が
集
ま
り
、

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

前
半
の
代
表
者
会
議
は
、
２
班
に

分
か
れ
て
各
サ
ロ
ン
の
活
動
状
況

に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
人

集
め
の
苦
労
や
会
場
問
題
の
悩
み

を
共
有
し
た
り
、
ま
た
必
須
講
座
開

催
の
他
に
、
演
奏
会
や
お
出
か
け
サ

ロ
ン
を
す
る
等
、
多
く
の
意
見
や
提

案
が
出
て
、
今
後
の
活
動
の
広
が
り

を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

後
半
は
、
吉
野
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ

推
進
員
よ
り
、
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
の
講

習
を
受
け
ま
し
た
。
老
若
男
女
問
わ

ず
誰
で
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
な

の
で
、
ぜ
ひ
サ
ロ
ン
活
動
に
取
り
入

れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

福
祉
推
進
員 

川
﨑
米
子
記 

各サロンから活発な意見が出ました 

盛り上がる「ボッチャ」講習会! 

３
歳
児
虫
歯
の
無
い
子
表
彰 

（目 次) 

振興会・社会教育事業    （１） 

地区の話題       （2） 

振興会・社会教育事業   （3） 

おしらせ         （4） 

毎
年
３
歳
児
検
診
に
て
虫
歯
が
無

か
っ
た
子
を
、
健
康
ま
つ
り
会
場
に
て

表
彰
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
防
止
の
観
点
か
ら
会
場
で
の
表
彰
を

中
止
し
ま
し
た
。 

そ
の
為
対
象
の
子
ど
も
達
に
公
民
館

に
来
て
も
ら
い
、
公
民
館
職
員
か
ら
メ

ダ
ル
や
表
彰
状
を
渡
し
て
お
祝
い
を
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
歯
磨
き
を
頑

張
っ
て
ね
！ 

子
育
て
サ
ロ
ン 

ク
リ
ス
マ
ス
会 

お届けお願いします 

12
月
８
日
、
公
民
館
が
小
さ
な
赤

ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
た
ち
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。 

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
に
ク
リ
ス
マ
ス
の

工
作
と
紙
芝
居
。
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
に
飾
り
つ
け
も
。
最
後
は
、
サ

ン
タ
さ
ん
が
登
場
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
サ
ン

タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
恐
る

恐
る
受
け
取
る
子
ど
も
達
。
中
に
は

怖
く
て
泣
き
だ
す
子
も
。 

思
い
出
の
一
日
に
な
り
ま 

し
た
。 

 



  

  
                      

 
 
                       
 

氷坂町のお寺に祀られていた「寝釈迦像」 

よしの歴史スポット探訪 ⑪ 

その昔、氷坂の寺ケ谷にあった興楽寺に「寝釈迦さん」は祀られていました。像はクス

ノキで造られており鎌倉時代末期の作と言われています。当寺の和尚が６代に渡りお守り

してきたと伝えられています。 

寛政２年（1790）に福井の大黒屋（片山平三郎）が、福井の赤坂（現在の月見２丁目）

に興楽寺をうつしました。その後、明治 33 年の福井大火の折、大黒屋（つくも町）近く

の宝蔵寺が被災し、大黒屋の守り本尊の「見返阿弥陀如来立像」を赤坂の興楽寺に合祀し、

寺号を「東光山 宝蔵寺」に変更し、現在に至るまで仲良く本尊として祀られています。 

本保町の河野次郎右衛門道昉（茳洲）の子息道隆が、福井の豪商大黒屋の片山平三郎秋

直に入婿して家督を継承していた時期である。彼は明治期後半の福井県の経済界の進展に

深くかかわり、国道 8 号の前身（春日野道）建設資金確保に尽力し、福井商工会議所会頭

に三回も就任している。 
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地区の輝き人 優
良
青
少
年
補
導
員 

知
事
感
謝
状
授
与 

こ
の
度
は
、
丹
南
青
少
年
愛
護

セ
ン
タ
ー
補
導
員
と
し
て
の
活
動

に
対
し
、
知
事
感
謝
状
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
改
め
て
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。 

地
域
の
お
手
伝
い
が
少
し
で
も

出
来
れ
ば
と
、
青
少
年
の
愛
護
活

動
や
街
頭
補
導
を
務
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
し
か
し
昨
今
は
核
家
族

化
や
、
ス
マ
ホ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
青
少
年
を
取
り
巻
く
有
害

環
境
が
進
み
、
子
ど
も
達
に
は
大

変
な
世
の
中
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
も
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
青
少
年
の
健
全
育

成
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

中
島 

敏
夫
（
家
久
町
） 

氷坂の寝釈迦さん 

見返阿弥陀如来立像 

募集（教えてください！！） 
各町内に伝わる、あまり知られていないエピソードや歴史的遺物や事象など
をお聞かせください。広報でご紹介したり、公民館学級「吉野歴史学ぼう座」
の学習材料にさせていただきます。ご連絡は吉野公民館にお願いします。 



 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

１１
月
６
日
（
日
）
ラ
ジ
オ
体
操
実
技
指
導
と
体
力

測
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
動
画
に

よ
る
実
技
指
導
で
一
つ
ひ
と
つ
細
か
い
動
作
ま
で
及

び
、「
微
に
入
り
細
を
穿
つ
」
と
い
っ
た
丁
寧
な
指
導

で
あ
っ
た
。
皆
さ
ん
も
そ
の
趣
旨
を
理
解
会
得
し
、

最
後
に
今
一
度
行
う
と
見
違
え
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。

節
度
の
あ
る
ラ
ジ
オ
体
操
を
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
イ

チ
、
ニ
、
サ
ン
と
継
続
し
て
実
施
し
よ
う
。 

体
力
測
定
は
、「
自
分
の
体
力
を
知
り
、
無
理
せ
ず

競
わ
ず
安
全
に
」
を
謳
い
文
句
に
６
種
類
の
測
定
を

実
施
し
た
。
「
さ
あ
頑
張
る
ぞ
！！
」
意
気
盛
ん
に
取

り
く
む
。
懸
命
に
握
り
、
の
ば
す
、
起
こ
す
、
或
い

は
速
く
だ
。
そ
れ
な
り
に
限
界
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
挑
戦

し
て
る
仲
間
。
し
か
し
、
な
ん
せ
日
頃
馴
染
み
の
な

い
競
技
故
に
大
苦
戦
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
加

齢
と
共
に
体
力
の
低
下
は
否
め
ず
、
こ
れ
か
ら
は
自

分
の
体
力
を
知
り
適
切
に
継
続
的
に
こ
の
種
目
に
取

り
組
ん
で
い
こ
う
。 

 
 

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ 

 

青
柳
文
雄
記 

食
生
活
改
善
推
進
員
会 

「
男
の
料
理
教
室
」 

吉
野
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会 

「
ラ
ジ
オ
体
操
指
導 

体
力
測
定
に
汗
を
流
す
」 

12
月
11
日
（
日
）
久
か
た
ぶ
り
の
男
性
料
理
教
室
で

多
数
の
男
性
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
。
丸
サ
バ
の
捌
き

方
を
習
い
、
サ
バ
の
味
噌
煮
を
作
る
。
他
に
も
柿
と
大

根
の
甘
酢
和
え
、
水
よ
う
か
ん
や
お
は
ぎ
な
ど
の
デ

ザ
ー
ト
も
作
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
そ
の
場
で
食
べ
る

事
は
で
き
な
い
が
、
皆
で
一
緒
に
作
り
楽
し
く
取
り
組

む
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
。 

 
 

食
生
活
改
善
推
進
員 

福
住
篤
記 

社
会
教
育
講
座 

「
村
田
気
象
予
報
士
の 

お
天
気
防
災
教
室
」 

１１
月
12
日
（
土
）
テ
レ
ビ
で

お
な
じ
み
の
村
田
光
弘
気
象
予

報
士
を
講
師
に
招
き
、
気
に
な

る
今
年
の
雪
の
予
報
か
ら
、
地

球
温
暖
化
と
気
象
災
害
の
関

係
、
ま
た
災
害
の
備
え
な
ど
、

わ
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
様

々
な
質
問

や
、
天
気
予
報
へ
の
要
望
ま
で

が
飛
び
交
い
、
活
発
で
有
意
義

な
教
室
と
な
り
ま
し
た
。 

(

丹
南
ケ
ー
ブ
ル 地

域
訪
問
講
座) 

曲げてぇ 

「
お
正
月
の
寄
せ
植
え
講
座
」 

Page3 

12
月
10
日
（
土
）
お
正
月

の
寄
せ
植
え
講
座
を
開
催
。
振

興
会
環
境

美
化

部
会
の

花

い
っ
ぱ
い
運
動
事
業
と
連
携

し
、
地
域
を
花
で
彩
っ
て
も
ら

お
う
と
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。 今

年
も
23
名
が
参
加
し
、

神
山
農
園
の
早
川
講
師
か
ら

指
導
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
の

学
習
を
活
か
し
て
、お
家
の
お

庭
を
花
い
っ
ぱ
い
に
し
て
、
吉

野
地
区
を
彩
っ
て
下
さ
い
ね
。 

 

指先までしっかりと気を配って！ 



  

 
  

この用紙は再生紙でできています。リサイクルにご協力ください。 
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1 年生 「３年生」 

令和４年度越前市「二十歳の式典」は、新型コロナ

ウイルス感染防止のため、今年度二十歳を迎えられる

方を出身小学校区ごとに２つのグループに分け、時間

をずらし、短縮した内容で２回開催します。 

また、混雑を避けるため、当日の受付は、式典会場内

でＱＲコードを読み込む方法とします。 

日 時 ：令和 5 年１月８日（日） 

【前半】13:00～13:30（受付 12:20～） 

 武生東、武生西、武生南、神山、吉野、大虫、坂口 

（一中、二中、三中の３年時担任のビデオメッセージを上映します。）  

会 場 ：越前市文化センター 大ホール 

開催判断 

次の場合は、二十歳の式典を延期します。延期となる

場合は、令和５年３月２１日（火・春分の日）に開催

します。（時間・会場は変更ありません。） 

① 福井県感染評価指標におけるレベル 3（県の特別

警報または国の医療ひっ迫防止対策強化宣言）が

発出された場合は、延期とします。 

（11 月 28 日の県の発表により、これまでの県

の緊急事態宣言は、国の医療ひっ迫防止対策強化

宣言に変更となりました。） 

②自然災害等により交通機関がマヒするなど、開催が

著しく困難な場合。 

・この場合は、直前の判断となることもあります。 

 ※参加できない方のため、当日の式典の様子をライ
ブ配信します。 

※式典後、吉野小学校多目的ホールで「地区 20 歳
のつどい」を開催します。 

※越前市に住民票のある方には、11 月中旬に案内を
お送りしております。市外から参加希望の方は、
下のＱＲコードからお申込みいただくか、直接お
問い合わせください。 

日 時：2 月 5 日（日） 

午前 9 時～ 10 時～ 11 時～の 3 部制 

定 員：1 回に 6 人程度 

場 所：吉野公民館 調理室 

材料費：6 キロ 4,500 円 3 キロ 2,700 円 

（お一人 6 キロまででお願いします。） 

準備物：味噌を入れる容器をご持参ください。 

（お持ちでない方は、3 キロ用 450 円 6 キロ用

600 円でご用意させていただきます。） 

※煮豆を用意させていただいております。ご自分で

豆をたかれる方は、若干お安くなります。 

お申込みは、公民館まで☎23－4600 

 

【 問い合わせ先 】 

越前市教育委員会 生涯学習課 

TEL：0778－22－3977 

FAX：0778－22－7497 

E-mail:gakusyuu@city.echiz

en.lg.jp  

10 月 25 日  

防災出前授業 

福井県河川課の方と NHK

福井の方から防災について

教えていただきました。 

中継車の中の見学や浸水

バーチャル体験など、楽し

く学ぶことができました。 

 
【市外転出者申込用 

ＱＲコード】 

編 

集 

後 

記 

今
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り

毎
日
気
ぜ
わ
し
い
日
々
で
す
。

県
の
公
安
委
員
会
か
ら
認
知
機

能
検
査
の
通
知
が
来
て
受
検
し

な
さ
い
と
の
こ
と
で
す
。
近
頃

夜
の
運
転
は
少
な
く
を
心
が
け

し
て
お
り
ま
す
。 

今
年
の
冬
は
、
例
年
に
な
く

大
雪
と
の
予
報
が
出
て
ま
す
。

車
の
運
転
は
十
分
気
を
つ
け
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
来
春
は
、

コ
ロ
ナ
も
終
息
し
、
新
し
い
年

を
迎
え
た
い
で
す
。 

環
境
美
化
部 

山
下
紀
夫
記 

 

1２月・1 月 吉野公民館・地区内行事予定 

1２/１８（日）年末大掃除 

１ / １７（火）はつらつ教室 

休館日のお知らせ 
・毎週月曜日 

・１２月２８日（水）～１月４日（水） 

・  １月 10 日（火） 

11 月 18 日  

吉野瀬川ダム出前授業 

吉野瀬川ダム建設事務所の

方から、ダムの役割やダム

にかかわる仕事の内容につ

いて、映像や実験を通して

分かりやすく教えていただ

きました。 

予定されていた次の事業は、コロナ感染者増加傾向

に配慮し、中止となりました。 

◆11 月 13 日（日）地区バトミントン大会 

◆12 月 11 日（日）地区ソフトバレー大会 

なお、2 月の地区卓球大会については、別途開催の

可否をあらためて判断し、お知らせいたします。 


